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幼児は遊びの中で能動的に対象に関わり、自己を表出する。そこから外の世界に対する好奇心

が育まれ、探索し、物事について思考する。また、人やものとの関わりにおける自己表出を通し

て自我を形成するとともに、自分を取り巻く社会への感覚を養われ、子どもの人格形成にもつな

がると考えられる。

本研究では、保育者を対象に子どもの主体的な活動について調査を行い、子どもの人間関係と

協同的活動をどのように意図して、保育の援助を実践しているかを明確にする。
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１ はじめに

幼保連携型認定こども園教育・保育要領解

説（以下「教育・保育要領」）においては、「園

児の自発的な活動としての遊びを十分に確保

することが何よりも必要である。それは、遊

びにおいて園児の主体的な力が発揮され、生

きる力の基礎ともいうべき生きる喜びを味わ

うことが大切だからである。園児は遊びの中

で能動的に対象に関わり、自己を表出する。

そこから外の世界に対する好奇心が育まれ、

探索し、物事について思考し、知識を蓄える

ための基礎が形成される。また、人やものと

の関わりにおける自己表出を通して自我を形

成するとともに、自分を取り巻く社会への感

覚を養う」と子どもの主体的な力が発揮され

るような遊びの確保が子どもの人格形成にも

つながる重要な役割だと述べている。

２ 乳幼児期の「自己」「関係」

山本(2017)は、子どもの主体性・主体的・

主体の概念の記述で表現されている要素のタ

イプ分けを行った。山本は、主体性・主体的・

主体の概念は大きく「自己」「関係」「その他」

の 3つに分類されるとし、「自己」は自己の存

在、自発的な行動や態度に関する概念、「関係」

はモノや人とのかかわり、「その他」は発達の

視点であると述べている。この結果から子ど

もの主体性の概念は「自己」と「関係」の両

面の意味で示されており、保育者は一方の視

点のみを捉えた保育ではなく、両面を捉えな

ければならないと示唆した。その上で、つま

り保育者は子どもの『自己』を中心とした主

体性、『関係』を中心とした主体性、両方のバ

ランスが保たれている場合、それぞれが移行

しバランスが変化する場合等、子どもの姿の

変化を見通さなければならない。主体性を捉

える保育者実践では、これらの点を踏まえて、

子どもの姿に応じた指導や援助の多様性、応

答し合うような保育者の姿勢が求められてい

ると言えようと述べている。

３ 保育の援助・実践における「自己」「関係」

幼保連携型認定こども園の保育教諭を対象

とした調査の結果、以下のことが分かった。

保育におけるクラス活動時で一番「自

己」「関係」が育つと思われる年齢を質問

した。なお、下記の「その他」とは「〇歳児

～〇歳児」というような複数回答である。



その結果は、「０歳児」「１歳児」「２歳児」

が０人（0.0%）、「３歳児」が１人（3.6%）、「４

歳児」が２人（7.1%）、「５歳児」が 14 人（50.0%）、

「その他」が 6 人（21.4%）、「無記名」が 5人

（17.9%）であった。クラス活動時で一番回答

の多かった「5 歳児」の理由としては、「自分

たちで進めようとする姿が見られるため」や

「みんなと一緒に取り組む楽しさを感じられ

る」などが挙げられた(表 1)。

表１ クラス活動時（5 歳児）

「自己」「関係」が育つ理由

４ 認定こども園における遊び場面における

人間関係と協働的活動

上記と同様に、幼保連携型認定こども園の

保育教諭を対象とした調査の結果、以下のこ

とが分かった。

保育における好きな遊び時で一番「自己」

「関係」が育つと思われる年齢を質問した。

なお、下記の「その他」とは「〇歳児～〇歳

児」というような複数回答である。

その結果、「0 歳児」「1 歳児」「無記名」が

ともに 0 人（0.0%）、「2 歳児」「3 歳児」がと

もに 3 人（10.7%）、「4 歳児」が 6 人（21.4%）、

「5 歳児」が 9 人（32.1%）、「その他」が 7 人

（25.0%）であった。好きな遊び時で一番回答

の多かった「５歳児」の理由としては、「自分

のしたい遊びのイメージが明確になる」や「自

分たちで遊びの幅を広げることが出来る」な

どが挙げられた(表２)。

表２ 好きな遊び時（5 歳児）

「自己」「関係」が育つ理由

５ まとめと今後の課題

保育の援助・実践における「自己」「関係」

について、自由記述での内容では、「子どもの

気持ちを受け止める」（表 3-1）と「信頼関係」

（表 3-2）が多かった。幼児の人間関係には、

保育者（ここでは保育教諭）との「関係」が

構築されていることが伺える。

表 3 子どもの「自己」「関係」を育む

保育者の姿に関する自由記述

（１）子どもの気持ちを受け止める

（２）信頼関係

これらのことから、援助・実践における「自

己」「関係」のあり方として、子どもたちが

自分たちで活動が出来るような関わりが

重要だということが考えられる。保育教

諭への聞き取りでは、〔子どもたちがアイ

ディアを出せるような関わり〕、〔子ども

たちが自分たちで話合う時間を作る〕、

〔子どもたちで決められるように言葉を

補う〕、〔子どもの様子から保育者の関わ

りを加減する〕が挙げられた。この子ど

もたちが自分たちで活動できることこそ

が、幼児の人間関係と協同的活動と考え

る。さらに、子どもの発達から見た「自

己」「関係」の形成は、多くの保育教諭が

クラス活動や好きな遊び時での 5 歳児と

回答した。それは、5 歳児が様々な経験を

積み重ね、自分の遊びたいものを明確に

持ちながらも協同的な活動が見られる場

面が多いからなのではないかと考える。

なお、本研究は保育教諭への聞き取りを中

心としており、対象が限られているという限

界を有している。


